
＜都道府県議会の事例＞

神奈川県議会

◎　Ｈ２８年度、全議員にタブレット端末を配布

　・　Ｈ２８年９月、従来のノートＰＣの更新時期にタブレットに変更し、ペーパーレス議会システムを導入
　・　Ｈ２８年１１月から本会議、委員会に持ち込み試行。
　・　現在、議案書は紙と電子データ併用、委員会資料は、原則電子データ（要望あれば紙も配布）。

沖縄県議会

◎　Ｈ３０年度、全議員にタブレット端末を配布

　・　Ｈ２８年６月からペーパーレス化を検討
　・　Ｈ３０年１０月定例会から運用開始。当面、紙資料と併用し、段階的にペーパーレス化を検討予定。

広島県議会

◎　Ｈ３０年度、全議員にタブレット端末を配布

　・　Ｈ２９年４月 議会改革推進委員会の専門部会で検討。（目的：議員活動の活性化、利便性の向上、ペーパーレス化）
　・　Ｈ３０年１１月の特別委員会（６委員会）から運用開始予定。

山梨県議会
◎　Ｈ３１年度に全議員にタブレット端末を導入予定

　・　導入後２年間は試行期間とし、紙資料と併用、資料ごとにペーパーレス化の必要性を検証する予定。

埼玉県議会
Ｈ２７年、従来のノートＰＣの配布に変えてタブレット配布したが、現在あまり使われていない。
理由：議場内のＷｉ－Ｆｉ環境未整備等

佐賀県議会
Ｈ２３年、タブレット（i-pad）を配布、主に議会事務局や執行部からの通知、情報提供に活用。クラウドを使っておらず、議案書等
大容量の資料は閲覧できないため、ペーパーレス化には至っていない。

＜県内市町村議会の事例＞

宇陀市議会

◎　Ｈ２８年度、全議員にタブレット端末を導入

　・　Ｈ２８第３回定例会より試験運用、Ｈ２９第１回定例会より本格運用。
　　　　＊紙とデータ併用　：　議案書、予算書、決算書、議事日程等
　　　　　 データのみ（ペーパーレス） ：　予算説明用事業概要資料、条例新旧対照表等

ＩＣＴ活用によるペーパーレス化の取組事例
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